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これからの介護・医療の設計図は？ 

社会保障制度改革国民会議にあり 



 
国民会議が言いたいこと？ 

 可能な限り住み慣れた地域で、
自分らしい暮らしを人生の最期ま
で続けることができるように 

地域の包括的な支援・サービス提
供体制（地域包括ケアシステム）
の構築を推進しています。 

 



出典： 平成25年3月「地域包括ケア研究会報告書」 



これからどこに住みどこで 
  医療・介護を受けるのか？ 



 地域（自宅・アパートなど） 



（サービスツール） 

 
 
   
   
   ①定期巡回・随時対応型訪問介護看護 
       （オペレーションセンター） 
   ②配食サービスを含む食事の提供 
   ③ヘルパー・ＤＳなど 
  
   ①在宅支援診療所 
   ②訪問看護 
   ③訪問リハ 
   ④認知症外来・デイケア 
   ⑤急性期病院 
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オペレーションセンターイメージ図 

《自宅》 

《アパート・有料老人ホーム》 

《在宅支援診療所・病院》 

《看護》 
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開設後の事例から見えたもの 
①区分支給限度額いっぱいの方のうち 

→ 短時間・複数回のご利用の方に適する。 

→ 長時間利用の方で費用削減のみの場合は適しない。 

②1回の訪問が長時間の生活援助の方 

→ 従来の訪問介護サービスが適している。 

③夜間の不安解消 

→ 緊急対応・不安相談ができるため適している。 

④ターミナルケアと退院支援 

→ 一体型のメリットを活用できる。 
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